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加
盟
店
も
新
た
な
活
力
を
感
じ
ら
れ
、

組
織
と
し
て
の
未
来
を
描
け
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
」

　
と
り
わ
け
、
商
店
会
活
動
が
停
滞
し

て
い
る
場
合
に
は
、
連
携
が
何
よ
り
の

カ
ン
フ
ル
剤
と
な
り
そ
う
だ
。
も
ち
ろ

ん
、
効
果
的
な
連
携
の
た
め
に
は
、
商

店
会
の
抱
え
る
課
題
を
明
確
に
し
、
適

切
な
連
携
相
手
と
手
を
組
む
必
要
が
あ

る
。
た
だ
、
そ
こ
も
あ
ま
り
考
え
す
ぎ

な
い
ほ
う
が
い
い
、
と
家
入
さ
ん
。

「
ま
ず
は
気
軽
に
商
店
会
サ
ポ
ー
タ
ー

に
相
談
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
実
際
、

私
た
ち
も
新
宿
区
か
ら
お
声
が
け
い
た

「
商
店
会
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

と
の
連
携
は
、
抱
え
て
い
る
課
題
解
決

の
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
」

　
こ
れ
ま
で
商
店
会
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
き
た
家
入
さ
ん
は
、
商
店
会
の
行

う
連
携
の
意
義
に
つ
い
て
そ
う
話
す
。

「
連
携
が
も
た
ら
す
も
の
は
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
ア
イ
デ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
多
様
で
す
。

し
か
し
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
商
店

会
に
新
し
い
“
動
き
”
が
生
ま
れ
る
こ
と
。

連
携
が
商
店
会
に

 “
動
き
”を
も
た
ら
す

だ
き
、
区
の
商
店
会
と
産
官
学
連
携
事

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
事
な
の
は
ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
」

中
長
期
的
視
点
で

続
け
る
こ
と
が
大
事

　
他
団
体
と
連
携
し
て
何
か
に
取
り
組

む
際
、
大
切
な
の
は
中
長
期
的
な
視
点

だ
と
、
家
入
さ
ん
は
言
う
。

「
加
盟
店
の
売
上
が
上
が
り
、
来
街
者

が
増
え
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で

き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
ま
た
、
連
携
相
手
が
商
店
会

の
課
題
や
要
望
を
し
っ
か
り
と
理
解
す

つ
く
り
、
成
果
を
着
実
に
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
商
店
会
側
も
、

無
理
を
せ
ず
に
楽
し
ん
で
取
り
組
む
こ

と
が
持
続
す
る
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
」

　
そ
の
結
果
と
し
て
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン

の
連
携
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

「
私
の
経
験
か
ら
言
え
る
の
は
、
学
生

側
に
と
っ
て
も
学
ん
だ
ス
キ
ル
や
知
識

を
商
店
街
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で

実
践
で
き
る
の
は
貴
重
な
機
会
だ
と
い

う
こ
と
。
ま
た
、
商
店
街
に
対
す
る
愛

着
も
深
ま
り
、
長
期
的
な
付
き
合
い
に

も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
」

　
街
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
変
化

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
生
み
出
し
て
い
く
商

店
会
連
携
。
ぜ
ひ
自
分
た
ち
ら
し
い
か

た
ち
で
取
り
組
ん
で
み
て
ほ
し
い
。

ウィンウィンの
商店会連携を

叶えよう！
商店街活性化の手段の一つ、「連携」。

商店会同士、商店会と学校、商店会とNPOなど
さまざまな組み合わせがある中で

良い結果を生む連携のありかたとは──。
商店会連携に取り組む家入祐也さんに聞いた。

IInnttrroodduuccttiionon
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早稲田大学 理工学術院
情報生産 システム研究科 
講師

家入 祐也さん
2017年、早稲田大学 
創造理工学部 経営シ
ステム工学科卒業。専
門は情報通信技術。テ
クノロジーを活用して
商店街の課題解決を図
る研究に携わる。これ
までに4つの商店会と
連携事業を経験。

る
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
中
長
期
的
に
関
係
性
を

現在、家入さんたちは高田馬場西商店
街振興組合と連携事業を実施中。学生
たちが実際に店舗をインタビューして、
“魅力再発見”のイラストマップを作
り、中国語版も作成予定。これをアプ
リ化し、新たな商店街散策体験を提供
するとともに、その効果の可視化にも
成功。留学生の来街者獲得にもつなげ
ている。

イラストマップのアプリ化で
新たな街歩き体験を提供

Contents 新宿商人
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※本誌の掲載内容は令和6年9月現在のものです。
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ウィンウィンの
連携術

商店会が変わる第一歩！

商店会活動を加速させる手段として、有効なのが「連携」です。
教育機関や地域団体、企業など、異なる団体との連携は
商店会や加盟店に新たな気付きやチャレンジをもたらします。
今号では、連携の成功例を通して
お互いが高め合う連携のかたちを掘り下げます。

ウィンウィンの商店会連携を叶えよう！
早稲田大学講師 家入祐也さん

Introduction01

新宿商人物語「つなぐ」
龍公亭（神楽坂通り商店会）

08

商店街 News
 ［知っておきたい今秋のトピックス］

裏表紙

最新テクノロジーに親しみ、スキルをビジネスに活かす
北新宿四丁目商友会・北新宿四丁目親交会×東京国際工科専門職大学

02 Case.1 [ テクノロジー ]

街の認知度を高め、新たな息吹を注入
さかえ通り商店会×高田馬場宮田商店会×東京富士大学

04 Case.2 [ 地域 ]

商店街のファンを増やし、子育てにやさしい街を
本渡中央商店街振興組合×NPO法人×地域団体

05 Case.3 [ 子育て ] 区外事例に学ぶ。
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毎
週
水
曜
日
の
午
後
3
時
過
ぎ
。
東

京
国
際
工
科
専
門
職
大
学
の
学
生
た
ち

が
三
々
五
々
、
進
栄
燃
料
の
店
に
集
ま

っ
て
く
る
。
同
店
は
北
新
宿
四
丁
目
親

交
会
（
以
下
、
親
交
会
）
会
長
の
大
内

健
嗣
さ
ん
の
店
で
あ
り
、
同
大
学
情
報

工
学
科
教
授
の
駒
井
章
治
さ
ん
に
よ
る

「
地
域
共
創
デ
ザ
イ
ン
実
習
」
の
授
業
の

場
で
も
あ
る
。
店
の
一
角
を
間
借
り
し

て
授
業
を
行
い
、
月
に
一
度
、
学
生
た

ち
と
店
主
た
ち
が
顔
を
合
わ
せ
て
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
。
い
わ
ば
産
官
学
連

携
の
拠
点
だ
。

「
私
た
ち
の
大
学
は
、
A
I
や
I
o
T
、

ロ
ボ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
、
C
G
な
ど
情
報

系
を
専
門
に
し
た
大
学
で
、
新
宿
区
内

に
2
0
2
0
年
に
開
学
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
大
学
で
は
、
あ
る
特
定
の
分

野
に
特
化
し
た
専
門
家
を
育
成
す
る
教

育
体
系
で
し
た
が
、
当
大
学
で
は
企
業

や
社
会
の
実
際
の
課
題
を
解
決
で
き
る

人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
商
店
会
と
の
連

携
は
地
域
の
人
と
一
緒
に
課
題
解
決
に

取
り
組
む
実
践
教
育
と
し
て
願
っ
て
も

な
い
企
画
で
し
た
」
と
駒
井
さ
ん
。

　

新
宿
区
か
ら
提
案
さ
れ
た
連
携
先
は

北
新
宿
四
丁
目
。
こ
こ
に
は
、
先
述
の

親
交
会
と
北
新
宿
四
丁
目
商
友
会
（
以

下
、商
友
会
）
の
二
つ
の
商
店
会
が
あ
る
。

か
つ
て
は
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
街
を

ア
を
一
つ
に
ま
と
め
る
街
の
テ
ー
マ
づ

く
り
だ
。
例
え
ば
、
渋
谷
な
ら
若
者
文

化
、
築
地
な
ら
魚
と
い
っ
た
具
合
に
、

北
新
宿
四
丁
目
な
ら
で
は
の
ブ
ラ
ン
ド

を
つ
く
る
こ
と
で
、
商
店
街
の
価
値
を

高
め
よ
う
と
い
う
狙
い
だ
。
こ
れ
ま
で
、

商
店
会
内
で
は
そ
う
し
た
議
論
を
し
た

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
大
学
側
が
率
先

し
て
提
案
を
行
っ
て
い
っ
た
。

「
エ
リ
ア
内
に
あ
る
淀
橋
市
場
か
ら

﹃
野
菜
﹄
を
連
想
し
、
続
い
て
よ
り
汎

用
性
の
高
い
﹃
グ
リ
ー
ン
﹄
の
イ
メ
ー

ジ
に
至
り
、
昨
今
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る

﹃
地
球
に
や
さ
し
い
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
﹄

と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
な
げ
て
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　

商
店
会
メ
ン
バ
ー
も
同
意
し
、
続
い

は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

連
携
の
第
一
歩
は

相
手
を
知
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら

　

商
店
会
と
タ
ッ
グ
を
組
む
に
あ
た
り
、

駒
井
さ
ん
ら
が
最
初
に
行
っ
た
の
は
商

店
会
メ
ン
バ
ー
と
の
関
係
性
づ
く
り
だ
。

ど
ん
な
想
い
で
商
売
に
取
り
組
み
、
街

に
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

信
頼
関
係
を
構
築
。
そ
の
上
で
提
案
し

た
の
が
、
北
新
宿
四
丁
目
と
い
う
エ
リ

盛
り
上
げ
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
商

店
会
同
士
が
協
力
し
合
っ
た
ほ
う
が
よ

い
と
考
え
、
数
年
前
か
ら
共
催
で
販
促

事
業
を
行
う
仲
だ
。

「
学
生
さ
ん
が
街
の
活
性
化
の
た
め
に

手
伝
っ
て
く
れ
る
と
い
う
け
ど
、
最
初

は
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
く
て
。
大
学
と
の
連
携
は
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
か
ら
」
と
大
内
さ
ん
は
当

時
を
振
り
返
る
が
、「
た
だ
、
自
分
た
ち

だ
け
で
は
な
か
な
か
新
し
い
ア
イ
デ
ア

が
浮
か
ば
な
い
か
ら
、
若
い
人
た
ち
か

ら
意
見
が
聞
け
る
の
は
あ
り
が
た
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
商
友
会
会

長
の
佐
藤
繁
己
さ
ん
。
期
待
と
不
安
が

入
り
交
じ
る
中
、
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

面
く
ん
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
創
作
。

T
シ
ャ
ツ
や
シ
ー
ル
な
ど
の
グ
ッ
ズ

も
制
作
し
、
商
店
会
や
来
店
者
に
配
る

な
ど
し
て
一
体
感
の
醸
成
に
役
立
て
て

い
る
。
そ
し
て
、
今
年
か
ら
は
、
各
店

舗
の
新
商
品
開
発
サ
ポ
ー
ト
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
。
カ
ギ
を
握
る
の
は
A
I
だ
。

「
学
生
さ
ん
た
ち
が
店
舗
を
回
っ
て
、

そ
の
や
り
と
り
か
ら
A
I
に
新
商
品
の

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
う
ん
で
す
よ
。

我
々
も
最
先
端
の
技
術
に
つ
い
て
い
か

な
い
と
（
笑
）」
と
大
内
さ
ん
が
言
え
ば
、

「
若
い
人
た
ち
と
話
を
す
る
こ
と
自
体

が
刺
激
的
。
い
ず
れ
自
分
も
A
I
に
挑

戦
し
て
み
た
い
ね
」
と
佐
藤
さ
ん
。
大

学
と
の
連
携
は
、
商
店
会
の
面
々
に
と

っ
て
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
触
れ
る

機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
学
生

た
ち
に
と
っ
て
も
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
実

際
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
す
成
長
の
場
に

な
っ
て
お
り
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

ま
さ
に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
連
携
が
こ
こ

に
生
ま
れ
て
い
る
。

商
店
会
内
に
誕
生

大
学
の“
研
究
室
”

東京国際工科専門職
大学 情報工学科教
授の駒井章治さん。
「連携事業で大切な
のはコミュニケーシ 
ョン。対話を重ねた
上で丁寧に進めてい
くことが大事です」

学生たちが実際に街に出て、店舗へヒ
アリング。課題を解決するためにAI
を利用することも。また、SNS用の
動画を撮影し、店舗の宣伝にも貢献

““AAIIココンンササルル””で
新商品も誕生！
目下、連携プロジェクトで取り組んでい
るのが、AIを活用した新商品開発。店舗
へのヒアリングで得た情報をもとに、ど
んな商品が考えられるかをAIに聞いて
みるのだとか。上）学生たちにとってAI
を実際のビジネスに利用するのは初めて
の経験。どのように聞くと的確な答えが
返ってくるか、誘導の仕方が徐々にわ
かってきたと話す。中）「炭を使って、
身近に置けるものは？」という質問から
AIが導き出したのが“炭のオブジェ”。
実際に大内さんの店で販売実績も。下）
一般公募した中で最も票を集めた北新宿
四丁目のキャラクター、「北4仮面くん」
のグッズも。取材当日、佐藤さんも着用
するなど商店会員も愛用

て
学
生
た
ち
が
考
案

し
た
の
が
テ
ー
マ
の

ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
だ
。

講
義
で
学
ぶ
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
ス
キ
ル
を

活
か
し
、
赤
カ
ブ
の

「
レ
ッ
ド
カ
ブ
子
ち

ゃ
ん
」
と
「
北
4
仮

スキルをビジネスに活かす

北
新
宿
四
丁
目
商
友
会

北
新
宿
四
丁
目
商
友
会
··
北
新
宿
四
丁
目
親
交
会

北
新
宿
四
丁
目
親
交
会

東京国際工科専門職大学東京国際工科専門職大学

CCaassee

大学

商店会

2つの商店会と大学。一見、接点の少なそうな両者だが、
新宿区が窓口となって両者を引き合わせ、2022年に産官学の連携がスタート。
今、店主と大学生の間には交流が深まり、新たなアクションが生まれている。

連携の具体的なプロセスを掘り下げた。

北新宿四丁目
親交会

大内健嗣会長

東京国際工科
専門職大学

学生のみなさん

北新宿四丁目 
商友会

佐藤繁己会長

東京国際工科
専門職大学

駒井章治 教授

Win Win

こ

こが

最新テクノロジーに親しみ

1111
テ
ー
マ [ 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー ]
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街の認知度を高め

新たな息吹を注入
街の発展のために大学と手を取り合い、
さまざまな連携事業に取り組んできた2つの商店会。
大学にとっても、その存在を広く知らしめるには絶好の機会。
三者の想いが合致し、地域一帯での取り組みを進めてきた。

高
田
馬
場
宮
田
商
店
会

高
田
馬
場
宮
田
商
店
会

さ
か
え
通
り
商
店
会

さ
か
え
通
り
商
店
会

高田馬場宮田商店会

上）ペットボトルのラベルに描か
れたカミサカエリアのイラスト
マップ。下）商店街の各店舗で無
料配布する水のペットボトルと携
帯用除菌ウェットティッシュ。ペッ
トボトルはエリア内の小学校でも
配布。子どもたちが家に持ち帰る

ことで、保護者
に2つの商店会
を知ってもらう
のがねらい

東京富士大学東京富士大学

東京富士大学

二上映子理事長

さかえ通り商店会

大田雅博会長

高田馬場
宮田商店会

菊地省三会長

カミサカエリアで行われるコス
プレイベントでは、校舎や庭園
を場所として提供。地域の魅力
を発信する機会として商店会も
全面協力

学生の力で
地域地域ににににぎわぎわいい

Win Win

こ

こが

さかえ通り商店会

CCaassee

本渡中央商店街振興組合本渡中央商店街振興組合        

NPO法人      地域団体NPO法人      地域団体
み
が
は
じ
ま
る
。

「
商
店
会
の
一
員
と
し
て
日
々
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
。
な
に
か
恩
返
し
が
し

た
か
っ
た
」

　

と
話
す
の
は
、
同
大
学
理
事
長
の
二

上
映
子
さ
ん
。「
商
店
会
に
新
し
い
動

き
が
生
ま
れ
れ
ば
」
と
高
田
馬
場
宮
田

商
店
会
会
長
の
菊
地
省
三
さ
ん
は
前
向

き
に
と
ら
え
、
さ
か
え
通
り
商
店
会
会

長
の
大
田
雅
博
さ
ん
も
「
大
学
と
組
め

ば
何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
と
、
み

ん
な
ノ
リ
ノ
リ
で
参
加
し
ま
し
た

（
笑
）」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
以
降
、
両
商
店
会
を
ま
と
め

　

J
R
高
田
馬
場
駅
か
ら
北
西
に
延

び
る
さ
か
え
通
り
。
両
脇
に
は
多
く
の

店
が
建
ち
並
び
、
さ
か
え
通
り
商
店
会

を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
1
本

通
り
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
高

田
馬
場
宮
田
商
店
会
だ
。
も
と
も
と
両

商
店
会
間
に
は
さ
ほ
ど
交
流
は
な
か
っ

た
が
、
さ
か
え
通
り
商
店
会
の
一
員
で

も
あ
る
東
京
富
士
大
学
の
強
み
を
活
か

す
か
た
ち
で
、
地
域
一
帯
で
の
取
り
組

新
た
な
エ
リ
ア
形
成
で

地
域
一
帯
の
活
性
を

歌
詞
に
は
、
こ
の
エ
リ
ア
に
ち
な
ん
だ

場
所
や
シ
ー
ン
が
登
場
す
る
。
そ
の
後

も
両
商
店
会
を
ま
た
が
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催
し
た
り
、
ア
ー
ト
作
品
を

展
示
し
た
り
。
最
近
で
は
、
販
促
事
業

の
一
環
と
し
て
、
カ
ミ
サ
カ
エ
リ
ア
の

マ
ッ
プ
を
描
い
た
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
つ
く
り
、
商
店

街
や
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

配
布
し
て
い
る
。

「
よ
り
多
く
の
人
に
高
田
馬
場
を
知
っ

て
も
ら
い
、
街
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と

声
を
揃
え
る
3
人
。
施
策
を
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
も
深
ま
っ
て
い
る
。

て
「
カ
ミ
サ
カ
エ
リ
ア
」

と
命
名
す
る
こ
と
か
ら
は

じ
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
実
施
。
最
初
に
手
が

け
た
の
は
、
カ
ミ
サ
カ
エ

リ
ア
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン

グ
づ
く
り
。
商
店
会
に
加

盟
す
る
イ
ベ
ン
ト
制
作
会

社
や
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科
の
協
力

を
得
て
C
D
を
制
作
し
た
。

育
て
イ
ベ
ン
ト
を
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

開
催
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
イ
ベ
ン

ト
の
場
を
探
し
て
い
た
。
開
放
的
な
商

店
街
で
あ
れ
ば
感
染
リ
ス
ク
も
低
く
、

ま
た
幅
広
く
子
育
て
世
代
に
ア
プ
ロ
ー

チ
で
き
る
。
商
店
街
と
し
て
も
、
子
育

て
世
代
に
向
け
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
精
度

を
高
め
ら
れ
る
。
双
方
の
思
惑
が
一
致

し
、
有
志
を
加
え
て
「
天
草A

soviva

NPO法人・地域団体

Win Win

こ

こが

本渡中央商店街振興組合（熊本県天草市）

区区外外事事例例にに学学ぶぶ。。
熊本県南西部、120以上の島々からなる天草地域。

この島の中心市街地で、独自の連携事業が進んでいる。
月に一度、商店街を舞台に多様な団体が集い、
ファミリーの憩いの場をつくりあげているのだ。

キーワードは、「子育て」と「継続」。
連携事業を成功させるうえで必要なことを、

彼らの取り組みから見ていきたい。

子育てに
やさしい街を

商店街の
ファンを増やし

　

熊
本
県
天
草
市
の
本
渡
中
央
商
店
街

は
、
地
域
唯
一
の
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街

「
銀
天
街
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
1

 
9
 

7
0
年
代
に
は
島
内
外
か
ら
人
を
集

め
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
だ
が
、
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
変
化
や
郊
外
型
大
型
店
の
台

頭
、
近
年
で
は
担
い
手
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
に
よ
り
、
商
店
街
は
空
き
店

舗
が
目
立
つ
よ
う
に
。
危
機
感
を
覚
え

た
本
渡
中
央
商
店
街
振
興
組
合
は
2
 

0
1
8
年
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
。
す

る
と
、
子
育
て
世
代
の
商
店
街
離
れ
が

明
確
に
な
っ
た
。

「
私
た
ち
地
元
の
人
間
に
と
っ
て
、
商

店
街
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
近
し
い
存
在

で
し
た
。
映
画
を
観
た
り
、
当
時
行
わ

れ
て
い
た
夜
市
に
遊
び
に
行
っ
た
り
と
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
こ
こ
に
あ
る
か

ら
、
今
こ
こ
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
商
店
街
に
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
将
来
的
な

商
店
街
の
活
況
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

し
た
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
同
組
合
の
専
務
理

事
を
務
め
る
山
田
忠
男
さ
ん
。
子
育
て

世
代
に
向
け
有
効
な
施
策
を
模
索
す
る

中
で
、「
N
P
O
法
人
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
わ
・
わ
・
わ
」（
以
下
わ
・
わ
・

わ
）
と
知
り
合
う
。
子
育
て
支
援
や
情

商
店
街
フ
ァ
ン
の

子
ど
も
た
ち
を
増
や
す

2222
テ
ー
マ [ 

地
域 ]

CCaassee 3333
テ
ー
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報
共
有
・
発
信
を
行
っ

て
い
た
同
団
体
は
、
そ

れ
ま
で
行
っ
て
い
た
子

やっています
たくさんの仲間と
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る
ま
で
毎
月
欠
か
さ
ず
行
わ
れ
て
い
る

「
継
続
性
」
だ
。

「
当
初
か
ら
、
長
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
運

営
を
志
し
て
い
ま
し
た
。
一
回
き
り
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
定
期
的
に
行
う
こ

と
で
来
街
者
の
記
憶
に
す
り
込
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
開
催
日
は
毎
月
第
三
日

曜
日
に
固
定
。
運
営
資
金
も
、
ス
タ
ー

ト
時
以
外
は
補
助
金
に
頼
ら
ず
に
出
店

料
な
ど
で
補
う
こ
と
で
、
持
続
性
を
確

保
。
宣
伝
も
メ
ン
バ
ー
の
マ
ン
パ
ワ
ー

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
イ
ベ

ン
ト
の
存
在
を
広
め
て
き
ま
し
た
」（
山

田
さ
ん
）

　

実
際
、
チ
ラ
シ
は
山
田
さ
ん
自
ら
作

成
。
近
隣
の
幼
稚
園
・
小
学
校
に
約

4
0
0
0
部
配
布
し
、
子
ど
も
た
ち

と
親
世
代
へ
の
普
及
を
図
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
い
ま
で
は
多
く
の
常
連
が

訪
れ
る
地
域
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
へ
と
進

化
。
P
T
A
関
連
団
体
や
地
域
企
業
、

近
隣
の
高
校
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
の
理
念

に
共
鳴
し
た
人
々
の
参
加
も
増
え
、
連

携
の
輪
が
拡
大
し
て
い
る
。

「
大
事
な
の
は
"
子
ど
も
の
た
め
の
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
。
そ
し
て

2
0
2
0
年
12
月
に
、
商
店
街
を
遊
び

場
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
提
供
す
る
イ

ベ
ン
ト
「
ま
ち
は
み
ん
な
の
遊
園
地
」

を
行
っ
た
。
ア
ー
ケ
ー
ド
に
飲
食
や
物

販
ブ
ー
ス
が
並
び
、
広
場
に
は
遊
具
を

設
営
。「
わ
・
わ
・
わ
」
に
よ
る
子
育

て
相
談
所
も
出
店
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
商
店
街
か
ら
足
が
離
れ
て
い
た
フ

ァ
ミ
リ
ー
層
を
呼
び
戻
し
、
大
い
に
に

ぎ
わ
う
結
果
と
な
っ
た
。

「
子
育
て
の
悩
み
は
人
に
言
い
づ
ら
い

も
の
。
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
な

が
ら
で
あ
れ
ば
フ
ラ
ン
ク
に
話
を
し
や

す
い
。
商
店
街
を
舞
台
に
す
る
こ
と
で
、

幅
広
い
層
に
子
育
て
の
情
報
を
周
知
で

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

と
「
わ
・
わ
・
わ
」
代
表
の
澤
田
福

美
さ
ん
は
、
商
店
街
と
の
連
携
の
意
義

を
感
じ
て
い
る
。

継
続
は
力
な
り

見
据
え
る
商
店
街
の
未
来

　

本
イ
ベ
ン
ト
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、

今
（
2
0
2
4
年
8
月
現
在
）
に
至

な
波
及
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

「
商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
、
こ
こ

で
事
業
を
行
い
た
い
と
思
え
る
方
々
を

増
や
し
、
空
き
店
舗
を
埋
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
私
た
ち
に
と
っ
て
長
年
の

懸
案
事
項
は
、
こ
の
大
き
な
ア
ー
ケ
ー

ド
の
維
持
で
す
。
補
修
す
る
に
し
て
も

建
て
替
え
る
に
し
て
も
大
き
な
予
算
や

ベ
ン
ト
"
と
い
う
軸
を
ブ
ラ
さ
な
い
こ

と
。
最
近
で
は
天
草
の
建
築
会
社
が
子

ど
も
向
け
に
家
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
っ
た
ら
大
盛
況
で
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
の
軸
を
明
確
に
し
継
続
し
て
い
く

こ
と
で
良
質
な
つ
な
が
り
が
増
え
、
情

る
。
そ
ん
な
好
循
環
が
出
て
き
て
い
ま

す
」（
山
田
さ
ん
）

　

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
が
軌
道
に
乗
っ
た

今
、
山
田
さ
ん
は
商
店
街
へ
の
定
量
的

イベントの告知はS 
NSやお手製のチラ
シ・ポスターで行う。
ママ目線の商店街
マップもプロジェク
ト内で制作し、好評
を得ている

商店街内の「靴のやまだ」店主であ
り、本プロジェクトの中心メンバー
である山田忠男さん。デザインスキ
ルをイベントでも活かす。多様なメ
ンバーをまとめあげる頼れる存在

「子育て」という軸「子育て」という軸
を持つことで
連携が広がり、
選択肢が増える

助
け
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
今
の

段
階
か
ら
長
期
的
な
戦
略
を
練
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
そ
の
第
一
手
に
な
れ
ば
」

　

フ
ァ
ン
づ
く
り
、
収
益
化
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
⋮
⋮
。
天
草
の
連
携
事
業
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
め
ぐ
み
を
も
た
ら
し
、
商

店
街
の
未
来
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

イベントの連携ポイント

子育てNPOの
休憩所ブース

11PPooiinntt

地域子育て団体
の参加

33PPooiinntt

中高校生が
運営ボランティア

22PPooiinntt

飲食・物販店
の出店

44PPooiinntt

広場にある木製の遊具は、観光協会が所有していたものをプロジェクトが
譲り受けて管理・活用。極力コストをかけずにコンテンツをつくる工夫が
ここにも。子どもたちにも大人気だ

報
も
集
ま
り
、
新
た
な

コ
ン
テ
ン
ツ
が
生
ま
れ

「NPO 法人子育てネットワークわ・わ・わ」とは、イベントスタート時か
ら連携。空き店舗内に休憩スペースや遊び場を開設し、くつろぎながら保
護者と子育てに関する対話ができる環境だ。子どもが見守られ、授乳・オ
ムツ替えも安心してできる点も、親には嬉しいポイントだ。

イベントではかき氷や飲食品などを販売していた「天草おやじの会」は、
男親からなる子育て支援団体。普段は本の読み聞かせなどの活動を行って
いる。イベントには定期的に参加し、活動費の捻出の場ともなっている。
彼らの手による「お化け屋敷」は夏のイベントの目玉だ。

中高生にもアプローチし、運営ボランティアとして協力を得ている。取材
当日は、天草高校の生徒が受付を担当。学校でボランティア募集の掲示を
見て応募したと言う2人は、「『みんなの遊園地』というコンセプトが楽し
そうで参加してみたくなった」。着実に商店街ファンの裾野を広げている。

出店する店については「子どもが楽しめるか」の視点で選定を行っており、
酒類販売はNG。取材日はゲーム・映像関連の企業がミニ四駆ブースを出店。
「本業とは関係ないのですが（笑）、地域の方に喜んでほしくて」と担当者。
イベントをPRの場として活用する動きも生まれている。



　

明
治
22
年
創
業
、
素
材
の
味
を
活
か

し
た
広
東
料
理
が
評
判
の
龍
公
亭
。
厨

房
を
仕
切
る
の
は
、
四
代
目
の
飯
田
竜

一
さ
ん
だ
。
妻
の
花
さ
ん
は
店
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
担
い
、
母
で
あ
り
三
代
目

の
公
子
さ
ん
が
レ
ジ
に
立
つ
。

　

創
業
時
は
寿
司
店
だ
っ
た
が
、
当
時

珍
し
か
っ
た
中
華
料
理
店
を
並
行
し
て

オ
ー
プ
ン
。
公
子
さ
ん
の
祖
父
で
あ
る

初
代
は
、
人
脈
を
活
か
し
て
中
国
人
の

料
理
長
を
迎
え
、
そ
の
本
場
の
味
は
重

を
立
て
直
す
」
と
生
家
に
戻
っ
て
き
た

の
だ
。
早
速
、
培
っ
た
技
術
と
経
験
を

活
か
し
、
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
か
ら
食

材
の
変
更
、
調
理
技
法
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
食
の
改
革
を
行
っ
た
。
一
方
で

花
さ
ん
は
「
龍
公
亭
ら
し
さ
」
と
い
う

視
点
か
ら
発
信
や
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に

注
力
。
店
内
も
モ
ダ
ン
な
空
間
に
生
ま

れ
変
わ
り
、
新
た
な
顧
客
を
獲
得
す
る

な
ど
、
夫
婦
二
人
三
脚
で
伝
統
の
店
に

新
た
な
魅
力
を
も
た
ら
し
た
。

「
初
代
の
時
代
か
ら
、
先
端
を
行
く
店

だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
し
続
け
る
こ
と
が
伝
統
を
守
る
と

暖
簾
分
け
を
果
た
す
な
ど
、
地
域
を
代

表
す
る
人
気
店
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

公
子
さ
ん
が
三
代
目
を
継
ぐ
こ
と
に
な

り
、
奮
闘
の
日
々
が
は
じ
ま
っ
た
。

「
私
は
料
理
人
で
は
な
い
の
で
、
信
用

で
き
る
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
店
を
運
営

し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
バ
ブ
ル
が
終

わ
る
頃
、
腕
の
良
か
っ
た
料
理
長
が
亡

く
な
り
、
後
任
も
ま
だ
育
っ
て
い
な
い

と
い
う
状
況
に
直
面
し
た
ん
で
す
」

　

そ
ん
な
公
子
さ
ん
の
前
に
現
れ
た
の

が
、
竜
一
さ
ん
と
花
さ
ん
の
夫
婦
だ
。

18
歳
で
料
理
人
の
道
に
進
ん
だ
竜
一
さ

ん
は
、
修
業
を
経
て
「
自
分
た
ち
が
店

母
の
苦
難
を
救
っ
た

夫
婦
の
二
人
三
脚

飯田公子さん

飯田花さん

飯田竜一さん

母（三代目）

妻

四代目

“想い”をつなぐ

竜一さんが尊敬するのは同じく料理人だった初代。1階が寿司、
2階が本格中華料理のユニークな業態の店を開いたという当時の
写真は今も龍公亭に大切に残されている。「身一つで上京して、神
楽坂に人気店をつくったなんて本当にすごい」と竜一さん。より
良い店づくりを実現する行動力を受け継ぎ、料理人として常に先
を見据え、お客さまに喜ばれる味を日々追求している。

より良い店づくりを実現する行動力

神楽坂通り商店会

新宿商⼈物語

龍公亭
にぎわう神楽坂通りにある
老舗の中華料理店には

130余年の歴史を次代につなぐために
挑戦し続ける家族がいた──。

伝
統
を
守
る
こ
と
は

変
わ
り
続
け
る
こ
と

龍公亭
新宿区神楽坂3-5
☎03-3260-4848

営業／11:00～15:00（L.O.14:30）、
17:00～22:00（L.O.21:30）
休み／日曜、第1・第3月曜

い
う
こ
と
。
ま
だ
ま
だ
、
や
る
べ
き
こ

と
は
尽
き
ま
せ
ん
」

　

竜
一
さ
ん
と
花
さ
ん
と
い
う
強
力
な

後
継
者
に
対
し
て
、
公
子
さ
ん
は
「
安

心
し
て
任
せ
て
い
ま
す
」
と
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
る
。
神
楽
坂
が
誇
る
老
舗
は
、

何
度
も
生
ま
れ
変
わ
り
、
そ
の
た
び
に

魅
力
を
深
め
て
い
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

宝
さ
れ
た
。
戦
後
、
焼
け

野
原
に
な
っ
た
神
楽
坂
で

中
華
料
理
専
門
店
と
し
て

再
度
店
を
立
上
げ
た
の
は

二
代
目
で
あ
る
公
子
さ
ん

の
父
だ
。
10
軒
を
超
え
る

母から跡継ぎの話をさ
れたことはなかった
が、幼い頃から従業員
たちに可愛がってもら
ったことから、料理人
の世界は身近だったと
竜一さん。庶民派の店
から高級中華料理店ま
でさまざまな店で修業
を積んだ

竜一さんが継いでから、メニュー
を見直し、食材の選定から仕入れ
先、仕込みの仕方まですべてを刷
新し、美味しさに磨きをかけた。
奥）創業当時から大人気の「カニ
玉」3,000円。手前）自家製麺の「海
鮮入り焼きそば」1,800円

09 08
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商店街 News
知っておきたい今秋のトピックス

経営力強化支援事業補助金
申請期限 令和7年3月31日　令和７年1月31日までに変更

対象者 中小企業基本法（昭和38年法律第154号） 第2条に規定する
区内の中小企業者・個人事業主

お問い合わせ

03-5273-3554
産業振興課

申請方法や申請書類など
詳しくはこちらから

補助内容 補助額 補助率

経営計画等策定支援
専門家による経営計画や販路拡大計画等の策定及びコンサルティングに係る経費

1

2 補助金申請手続き支援
専門家による各種補助金及び給付金等の申請に係る経費

3 販売促進・業態転換支援
広告費等の販売促進及び新分野への業態転換に係る経費

4 インバウンド対応支援
多言語化対応及び和式トイレの洋式化に係る経費

6 ＩＴ・デジタル対応支援
業務効率化等のためのＩＴの導入やデジタル化に係る経費

5 人材確保・定着支援
求人媒体の作成及び人材の確保と定着に向けたコンサルティングに係る経費

7 設備等購入支援
生産性向上及び省エネ等に資する設備等の購入に係る経費

8 展示会等出展支援
販路拡大のための展示会・見本市等への出展に係る経費

合計

まで
万円30

万円まで30

10
10

4
5

New!

※「IT・デジタル対応支援」
「設備等購入支援」の補助上限額は、
令和5年度補助額との合計で80万円

万円まで80合計

商店会共同販促支援事業

①周知にかかる経費…「チラシ・ポスター等のデザイン・印刷費」
「のぼり作成費」など

②実施にかかる経費…「Tシャツ作成費用」「保険料」など
③人件費…「アルバイト費用」「謝礼」など
④その他…「クーポン原資」など

区内商店会等が、新型コロナウイルス感染症や
物価高騰に対する取組として、会員店の
売上拡大に繋がるデリバリー事業の実施や共同での
販売促進事業の実施等、売上拡大に繋がる継続的な
取組を行った際にかかる費用の補助を行います。

区内商店会または商店街振興組合

お問い合わせ

内容

主な補助対象経費

対象者

産業振興課

03-3344-0701

※概算払いは令和6年12月27日まで。お早めのご申請をお願いします。

1商店会等あたり、1ヶ年度で最大200万円まで
（補助率10/10）

補助上限額

令和6年12月27日（金）まで
※1商店会等あたり、
1ヶ年度に最大2回まで

申請期限
詳しくは

こちらから
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